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知識は⼈間の⽣活において中⼼的な役割を果たしています。学習した経験や情報は，⻑
期記憶として脳の⼤脳新⽪質と呼ばれる領域に蓄えられています。これらはバラバラに
保存されているのではなく、情報処理され、構造化されて、新しい情報を効率良く処理
するフィルターのような機能をはたしていると考えられています。このような経験や情
報を抽象化・構造化して得られる知識のまとまりのことを「スキーマ」といいます。私
たちは関連するスキーマを使って新しい情報を理解し，理解した内容をスキーマに組み
込んでいくことによって知識を増やし，そして変化させています。しかしながら、この
記憶の同化に関する神経メカニズムには、不明な点が多く残されています。 
 
私達は、最初期遺伝⼦発現による機能マッピングを通じて、記憶の同化がおこる際に、
前辺縁⽪質 、前帯状⽪質 、および脳梁膨⼤後部⽪質と海⾺との間に顕著な相関がある
ことを明らかにしました（Tse、Takeuchi ら、Science、2011 年; Takeuchi ら、Molecular 
Brain、2022 年）。さらに、薬理学的介⼊により、スキーマに関連した新しい情報を記憶
するためには，海⾺と前辺縁⽪質の 2 つの脳領域が同時並⾏的に働くことが必要であ
ることを⾒いだしました（Tse、Takeuchi ら、Science、2011 年）。また、最近の代表的
な⼤規模⾔語モデル（Large Language Models）、特に ChatGPT を使⽤して、認知の歪
みを検出し、修正する試みを⾏っています。記憶の同化の神経・分⼦メカニズムを理解
することは、より効果的な⾏動介⼊の開発と教育戦略の改善に向けた⼤きな⼀歩となる
ことが期待されます。 

⽵内 倫徳 1,2 
 
1 デンマーク・オーフス⼤学⽣命医学部 
2 Gftd DAO 
（新潟⼤学脳研究所共同研究拠点国際共同研究者） 

どうぞ奮ってご参加ください。（担当：脳研究所 システム脳病態学分野/⽥井中研究室） 
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